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～No.0～

法研ホームページ　http://www.rikkyo.ne.jp/sgrp/houken/
平成１９年度執行部　～今年１年を振り返って～

平成１９年度法研がスタートして早くも１年が経ちました。恒例の新歓合宿や夏のゼミ合宿、初のＳＰＦへの参加等々、皆さんの心に残った想い出は人それぞれかと思います。そして本日の追いコンを以て今年度の活動は最後となります。

さて、１年間の締めくくりということで、１９年度執行部に携わった皆さんに１年間を振り返った感想（或いは反省）を書いていただきました。執行部の皆さん、１年間本当にお疲れ様でした。
	＜会長＞
	千住　亮


“会長”という役職は、何十年か前に学年間で権力争いがあり、その時に委員長に対抗する形で創設されたそうです。
　そんな本来的に委員長と被っているような役職ですから、役割としては、①有事の時に責任を取る、②執行部会を監督する、③対外的な窓口になる…といった形式的なものになります。
　今年度も、私が会長として活動したのは、教員部長の先生への連絡とSPFの企画ぐらいのものでした。各役職に対して積極的に介入することはほとんど無かったと思います。
　ただ、それも言葉を変えるなら皆の有能さに甘えていただけとも言えるので、もう少しサポートをすれば良かったかな、後輩の力にもなれたのかな、と反省しています。
活動に携わってくれた皆さん、本当にお疲れ様でした。そして、ありがとうございました。
	＜副会長＞
	　　　 成田　愛


　今年度は副会長という少し後見的な立場で活動させていただきました。違った立場で活動することで、新たな視点が開け、また貴重な経験をすることができました。今年は、麻疹など、法研外の要因でトラブルが起きることもありましたが、執行部員が柔軟に対応し、楽しい活動を作りあげてくれたと思います。特に初めて執行部員になった二年生は、人数が少ないながらもしっかりと仕事をこなし、本当に頑張ってくれました。
私自身は、形式ばかりを気にして、下手に口を出しすぎてしまったように思います。執行部員としての活動を通して、たとえ執行部員であろうと楽しんで活動することが大切だと感じました。
これからも法研会員の皆様が楽しく過ごされるよう願っています。本当にありがとうございました。
	＜委員長＞
	伊藤　穂高


　非常につらい一年間でしたがいろいろな人からの協力もあり、なんとか一年無事に終えることが出来ました。「みなさんのおかげ」などと凡庸な言葉ではちゃんと言い表せないほど、本当に法学研究会会員の皆様には感謝致しております。
　反省点は多々あるのですが、その中でも一番の悔いは執行部会についてです。委員長は執行部会の進行を担う役職でもあるのですが、私は十分にその役割を果たしきれなかったように思えます。

来年度からはいよいよ会長として法学研究会の責任を負うことになります。そのためにも、今年後悔したことを必ず忘れないようにし、次へ活かしていければ良いと思います。

	＜副委員長＞
	須藤　玲依


この一年間、副委員長として働かせていただき、自分の至らなさを痛感いたしました。副委員長というのは他の役職と違って具体的な役務がないため、果して自分の仕事をこなせているのだろうかと、しばしば不安な気持ちになりました。実際、反省することはたくさんありますが、それでも副委員長として私なりに日々奮闘してきたつもりではあります。その上で、大規模なサークルを運営することにより非常に貴重な経験をさせていただくとともに、充実した毎日を送ることができました。
未熟者である私を支えてくださった執行部役員の皆様、本当にありがとうございました。ゼミやイベントに参加してくださった会員の皆様、ありがとうございました。楽しい思い出を作るのに少しでも役に立てたなら幸いです。
	＜会計＞
	　　　　堀　玲子


　法研の活動の源となる、高額のお金を預かっているという責任はとても重いもので、予想以上に神経を使う仕事でした。至らないことが多く、皆様にご迷惑おかけしたことも多々ありましたが、この１年間は貴重な体験ができ、とても充実していました。１年間ありがとうございました。
	＜会計＞
	松村　早葵


　まず執行部の方、会員の皆様の協力のおかげで円滑に会計の仕事を進めることができ、心より感謝申し上げます。
反省点は領収書をもう少し迅速に返金すべき、一カ所出納帳の記入漏れで前期の決算の際執行部で迷惑を掛けてしまったことです。
本当に一年間会計を任せていただきましてありがとうございました。
	＜広報＞
	田中　宏徳


一年間、法学研究会で広報委員を務め、時々に、様々な反省をしましたが、あえて言えば自分の仕事の遅さがもっとも大きな問題点であるのと共に、反省点でもあったと思います。

今後は自分が担当している仕事を早めに実行できるよう心掛け、仕事の完了が遅くならないようにしていきたいと思います。
	＜広報＞
	横松　紀子


広報という役職についたことで、ホームページやメーリングリストについて知ることができ、大変勉強になりました。メーリス不調の際の対応等、反省点が多くありますが、次期広報に改善点として伝えていきたいと思います。一年間ありがとうございました。
	＜会報＞
	吾妻　紗代子


反省すべき点としてまず挙げられるのは、会報委員内でうまく連絡が行き渡らず、原稿執筆者の皆さんや渉外さんにご迷惑をおかけしてしまったことです。チームワークの悪さというのは自分達の仕事の効率の低下という、チーム内の問題にとどまらず、周囲にも影響を及ぼすという当たり前のことを改めて痛感しました。
	＜会報＞
	瀬倉　貴之


　僕は、一年間会報の仕事をやらせてもらいました。最初は、なぜ自分が？という疑問がつきまとっていたのは否定できません。しかし、周りのみなさんに支えられ、なんとか辞めずに続けることができました。みなさんには本当に感謝してもしきれません。今まで本当にありがとうございました。
	＜会報＞
	田端　仁美


会報の一員として「五號館」完成させることができ、なんとか役目は果たせたかなと一安心しています。この一年間、振り返ってみればあっという間でしたが、今まで一年という比較的長いスパンで一つのものを創りあげるということが無かったので、良い経験になったと思います。そして、執行部会の活動ではみんなにお世話になりっぱなしだったような気もしますが、とても楽しかったです。本当にありがとうございました。
	＜会報＞
	中島　香保里


　この一年間、会報としてまた執行部の一人として活動してきましたが、五号館やプチ五の作成に関しては、他の会報メンバーはもとより執行部の方々や先輩には大変ご迷惑をおかけしました。こうして無事会報の仕事を引き継ぐことが出来て安堵しています。一年間、ありがとうございました。
	＜渉外＞
	池田　憲史朗


　今回、一年間渉外勤めさせていただきました。しかし、宿側との連絡があいまいであったなど、ちゃんと仕事を果たせないことが多かったです。実感してわかる仕事の大変さなどを次期渉外に伝え、同じ過ちは繰り返させないようにしようと思います。最後に、会員の皆様、執行部の皆様には大変迷惑をおかけしましたが、私達渉外の企画で楽しんでいただけたならうれしいです。一年間ありがとうございました。
	＜渉外＞
	今枝　峻


私は、体育会との両立を目指して渉外という役職に立候補しましたが、一年を通して、渉外の仕事や法研の企画にしっかりと携わることができず、他のメンバーや先輩方にまで迷惑をかけてしまったことを反省しています。
	＜渉外＞
	中野　沙由美


　最後まで先輩方やメンバーには頼りっぱなしでしたが、渉外は、辛かったことも不安に感じたことも行事の成功の前では吹っ飛んでしまうような、そんなやりがいのある役職だったと思います。
また、快く協力してくれた執行部会の皆さんにはどれほど助けられたかわかりません。すばらしい仲間に恵まれて、充実した時間を過ごせました。
来年度は補佐としてこれまで以上に頑張りたいと思います。一年間本当にありがとうございました。
	＜書記＞
	島津　ひとみ


　昨年度の渉外に引き続き、今年度は書記として執行部に携わらせていただきました。十分に職責を全うしたとはあまり言えないことを申し訳なく思いますが、色々なトラブル(麻疹の時はどうなるかと思いました！)や、新しい試みをきちんと乗り越えていった今年度の執行部に係われたことをうれしく思っています。ありがとうございました。
	＜書記＞
	原田　みなみ


　まず、議事録をまとめるのが遅れ、広報さんや会員の皆様にご迷惑をお掛けいたしましたことをお詫びしたいです。また、議事を記録することに終始し、積極的な議論への参加が出来ず執行部員としての責任を十分果たせなかったことについて深く反省しております。来年度書記の方々には単なるサポートにとどまらない主体的な参加を期待します。
　一年間ありがとうございました。
	＜補佐＞
	菊地　俊太郎


　補佐と言えるほどサポートできたかどうか…あまり仕事がなかったのは、特に問題もなかったということだと思います。今年も会報誌の作成という地味ながら伝統的な作業に関わることができて嬉しく思っています。少しでも今年度の会報や執行部の役に立っていれば幸いです。ありがとうございました＆お疲れ様でした！
	＜補佐＞
	眞田　麻美


　私は、役職補佐として執行部に所属していました。この１年間を振り返ると、２年生がしっかりしていたので、特に補佐が必要な場面はありませんでした。
今年はＳＰＦ参加等、法研の新たな試みもあり、充実した活動内容でした。来年の役員の方々にも期待したいと思います。１年間ありがとうございました。
	＜補佐＞
	田　郁美


今年は特に、初の文化祭参加が印象的でした。新たな試みが色々議題にのぼっていて、２年目ながらも新鮮な気持ちで参加できました。
昨年(06年度)は役職の仕事に重きをおいてしまったので、今年は色々とお手伝いしたいと思ってたのですが…新歓時期より後はあんまり参加してなくて…反省しています。。
今期の執行部の方々、お疲れさまでした！新執行部のみなさん、頑張ってください☆
	＜補佐＞
	　　　丸山　達也


今年度の私の反省点は、何よりも渉外とのコミュニケーション不足であると考えています。なにか後輩が対処できないような場面に遭遇したら仕事をする、というスタンスではなく、そのような事態が起こらないように後輩の動きを把握し、防止に努めることこそが補佐としての職務であろうことに、今更ながら気がつきました。ごめんなさい。笑

でも、一年間楽しかったです！来年の補佐は、この点十分に留意してあげてください。

	＜関法連＞
	伊豆　浩幸


今年度は春討及び秋討のゼミ運営が私の主な仕事であった。結果だけ見れば、春討は質問の部1位、秋討は質問の部2、4位と多少は誇れるものを残したつもりである。しかし、より重要であるのは、3年の私が今年度を通して執り行ってきたことが、少しでも今後の関法連を担う後輩達の礎となっているかである。この点に関しては少々心許無く思うので、後輩達には私を反面教師にする位の気構えでこれから関法連を纏めていってもらいたいと思う。
	＜関法連＞
	木内　愛弓


今年度の関法連委員としての反省は私自身が昨年以上に関法連ゼミに参加しなかったことです。この件に関してゼミに参加してくれた人達に顔向けが出来ないな…と。
しかし、こんな委員が居ても無事に今年度の関法連の活動を終えることが出来ました。それも関法連への参加の有無関わらず多くの法研会員の方の協力があったからこそだと思っています。協力してくださった方全てに厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございました!!
	＜関法連＞
	鵜澤　浩行


私は去年関法連委員として一年間仕事をしましたが、仕事内容は何もかもが初めてであり、分からないことだらけでした。そのため至らない点も多く、同じ関法連の先輩やパートナーである遠藤さんに多大な迷惑をかけてしまったと思います。よって、今年は去年の失敗を生かし、更なる法研・関法連の発展のため尽力したいと思います。

	＜関法連＞
	遠藤　百合子


今年度はやる気のある一年生に恵まれ、有意義な一年だったと思います。関法連を支えて下さった方々、ありがとうございました。反省は以下の二点です。

①参加人数の減少：討論会の性質上、レベルの高い勉強が求められますから、これはある程度仕方のない問題なのかもしれません。

②能力不足：委員としての事務作業と、討論会向けの勉強との両立ができませんでした。

　以上を反省し、来年度の仕事に生かして参りたいと思います。
19年度執行部の皆さん、1年間お疲れ様でした☆★
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